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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】集塵部にフィルターとして保持されていたティ
ッシュペーパーを取り外して廃棄する際に、捕集されて
いた塵埃が舞い上がることを抑制できる電気掃除機を提
供する。
【解決手段】電気掃除機は、電動送風機９と、集塵部１
０を備える。電動送風機９は、気流を発生させる。集塵
部１０は、ティッシュペーパーＴを塵埃を捕集するため
のフィルターとして保持する風路筒１９を、少なくとも
１つ有する。ティッシュペーパーＴの長辺の一辺が、風
路筒１９の上流側の外側面に巻かれ、その長辺の対辺が
風路筒１９の開口部１９ａから、風路筒１９の内側に折
り込まれて、風路筒１９の内部には、ティッシュペーパ
ーＴがフィルターとして保持される。風路筒１９の内側
面には、ティッシュペーパーＴとの間に空間を形成する
ための複数のリブ２４を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気流を発生させる電動送風機と、
　前記気流により外部から吸引される塵埃を、第１の辺が前記気流の上流側の外側面に巻
かれ前記第１の辺の対辺である第２の辺が前記気流の上流側の開口部の内側に折り込まれ
るティッシュペーパーをフィルターとして各々が保持する１つ以上の風路筒を通して捕集
する集塵部と、
を備え、
　前記１つ以上の風路筒の各々は、内側面に前記ティッシュペーパーとの間に空間を形成
するための複数のリブを備える電気掃除機。
【請求項２】
　前記１つ以上の風路筒の各々は、前記複数のリブの少なくとも２つを連結するガード体
を備える請求項１に記載の電気掃除機。
【請求項３】
　前記１つ以上の風路筒の各々は、前記開口部から前記気流の下流側の端部までの長さが
、前記ティッシュペーパーの前記第２の辺から前記開口部までの長さよりも短く構成され
る請求項１あるいは請求項２のいずれか一項に記載の電気掃除機。
【請求項４】
　前記１つ以上の風路筒の各々は、前記外側面の周長が、前記ティッシュペーパーの前記
第１の辺の長さよりも短く構成される請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電気
掃除機。
【請求項５】
　前記１つ以上の風路筒の各々は、前記外側面の周長が、１００ミリメートル以上２２０
ミリメートル以下の範囲内の長さである請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電
気掃除機。
【請求項６】
　前記集塵部は、微細塵を捕集する微細塵フィルターを、前記１つ以上の風路筒のいずれ
よりも前記気流の下流側に備える請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の電気掃除
機。
【請求項７】
　前記集塵部は、前記１つ以上の風路筒の各々の前記気流の上流側の外側面と前記開口部
の少なくとも一部とを覆う開口部カバーを備える請求項１から請求項６のいずれか一項に
記載の電気掃除機。
【請求項８】
　前記開口部カバーは、柔軟性を有するシール部材を、前記開口部を覆う部分の前記気流
の上流側の面または下流側の面の少なくともいずれかに備える請求項７に記載の電気掃除
機。
【請求項９】
　前記開口部カバーは、前記電動送風機が前記気流を発生させていない時に前記開口部を
閉じ、前記電動送風機が前記気流を発生させている時に前記開口部を開く遮蔽弁を備える
請求項７または請求項８に記載の電気掃除機。
【請求項１０】
　前記集塵部は、前記１つ以上の風路筒のいずれかに前記気流を導く風路切替え弁を備え
る請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の電気掃除機。
【請求項１１】
　前記電動送風機と前記集塵部との間に設けられた空間の気圧の減少を検出する検出部と
、
　前記検出部が前記空間の気圧の減少を検出した場合に、前記風路切替え弁が前記気流を
導く風路筒を切り替えるタイミングであることを報知する報知部と、
を備える請求項１０に記載の電気掃除機。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に電気掃除機の例が記載されている。電気掃除機は、電動送風機と集塵部と
を備える。集塵部は、ティッシュペーパーを保持するダストボックスを集塵部に備える。
電気掃除機は、電動送風機が発生させた気流によって外部から吸引される塵埃を集塵部で
捕集する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２２４３９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の電気掃除機においては、ティッシュペーパーを廃棄のため
に取り外す際、保持されていたティッシュペーパーの形状が維持されない。このため、テ
ィッシュペーパーに捕集されていた塵埃がティッシュペーパーの変形により舞い上がるこ
とがある。
【０００５】
　本発明は、このような課題を解決するためになされた。本発明の目的は、集塵部に保持
されていたティッシュペーパーを取り外して廃棄する際に、捕集されていた塵埃が舞い上
がることを抑制できる電気掃除機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る電気掃除機は、気流を発生させる電動送風機と、気流により外部から吸引
される塵埃を第１の辺が気流の上流側の外側面に巻かれ第１の辺の対辺である第２の辺が
気流の上流側の開口部の内側に折り込まれるティッシュペーパーをフィルターとして各々
が保持する１つ以上の風路筒を通して捕集する集塵部と、を備え、１つ以上の風路筒の各
々は、内側面にティッシュペーパーとの間に空間を形成するための複数のリブを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、電気掃除機は、電動送風機と、集塵部とを備える。電動送風機は、気
流を発生させる。集塵部は、気流により外部から吸引される塵埃を第１の辺が気流の上流
側の外側面に巻かれ第１の辺の対辺である第２の辺が気流の上流側の開口部の内側に折り
込まれるティッシュペーパーをフィルターとして各々が保持する１つ以上の風路筒を通し
て捕集する。１つ以上の風路筒の各々は、内側面にティッシュペーパーとの間に空間を形
成するための複数のリブを備える。これにより、電気掃除機は、集塵部に保持されていた
ティッシュペーパーを取り外して廃棄する際に、捕集されていた塵埃が舞い上がることを
抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る電気掃除機の斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る掃除機本体の上面断面図である。
【図３】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図４】実施の形態１に係る集塵部の正面図である。
【図５】実施の形態１に係る集塵部の背面斜視図である。
【図６】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
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【図７】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図８】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図９】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図１０】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図１１】実施の形態１に係る集塵部の斜視図である。
【図１２】実施の形態２に係る集塵部の斜視図である。
【図１３】実施の形態２に係る掃除機本体の上面断面図である。
【図１４】実施の形態２に係る掃除機本体の上面断面図である。
【図１５】実施の形態３に係る集塵部の斜視図である。
【図１６】実施の形態３に係る集塵部の斜視図である。
【図１７】実施の形態３に係る風路筒の斜視図である。
【図１８】実施の形態３に係る筒状ユニットの斜視図である。
【図１９】実施の形態３に係る筒状ユニットの斜視図である。
【図２０】実施の形態３に係る掃除機本体の上面断面図である。
【図２１】実施の形態３に係る筒状ユニットの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明を実施するための形態について添付の図面を参照しながら説明する。各図におい
て、同一または相当する部分には同一の符号を付して、重複する説明は適宜に簡略化また
は省略する。
【００１０】
　実施の形態１．
　図１を用いて、実施の形態１に係る電気掃除機の構成を説明する。
　図１は、本実施の形態に係る電気掃除機の斜視図である。
【００１１】
　電気掃除機１は、掃除機本体２と、ホース３と、接続パイプ４と、掃除具５とを備える
。
【００１２】
　掃除機本体２は、開閉可能な本体蓋６を上部に備える。掃除機本体２は、開口である吸
気口７を前方の端部に有する。掃除機本体２は、開口である排気口８を後方の端部に有す
る。
【００１３】
　掃除機本体２は、電動送風機９と、集塵部１０と、報知部１１と、を備える。
【００１４】
　電動送風機９は、排気口８より前方に配置される。電動送風機９は、掃除機本体２の後
部に配置される。電動送風機９は、外部から塵埃を吸引するための気流を発生させうるよ
うに構成される。
【００１５】
　集塵部１０は、吸気口７より後方に配置される。集塵部１０は、電動送風機９より前方
に配置される。集塵部１０は、ティッシュペーパーをフィルターとして保持しうるように
構成される。
【００１６】
　ホース３は、蛇腹により可撓性を有する筒状の部材である。ホース３は、端部の一方が
掃除機本体２の吸気口７を有する前端部に接続される。
【００１７】
　接続パイプ４は、折れ曲がった中空円筒状の部材である。接続パイプ４は、端部の一方
がホース３の吸気口７に接続されていない端部に接続される。接続パイプ４は、ハンドル
１２を備える。
【００１８】
　ハンドル１２は、電気掃除機１を操作するための操作スイッチを備える。
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【００１９】
　掃除具５は、底面に図示しない吸気口を有する。掃除具５は、内部で吸気口と空間が通
じる接続部を備える。掃除具５は、接続パイプ４のホース３に接続されていない端部に接
続部で接続される。
【００２０】
　報知部１１は、電動送風機９と集塵部１０との間に設けられた空間の気圧が減少したこ
とを使用者に報知しうるように構成される。報知部１１は、例えば掃除機本体２の上面に
配置されるＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を備える。
【００２１】
　使用者は、電気掃除機１を使用する場合に、ハンドル１２を持って電気掃除機１を操作
する。使用者は、掃除具５の底面を床面等の被清掃面に対向させる。使用者は、ハンドル
１２が備える操作スイッチによって、電気掃除機１の運転を開始させる。すなわち、使用
者は、電動送風機９の気流を発生させる動作を開始させる。
【００２２】
　電動送風機９が発生させる気流は、掃除具５の吸気口から、被清掃面にある塵埃ととも
に吸引される。電動送風機９が発生させる気流は、掃除具５、接続パイプ４およびホース
３の内部をこの順に通過して吸気口７から集塵部１０に流入する。掃除機本体２の前方は
、電動送風機９が発生させる気流の上流側である。
【００２３】
　電動送風機９が発生させる気流とともに吸引された塵埃は、掃除具５、接続パイプ４お
よびホース３の内部をこの順に通過して吸気口７から集塵部１０に流入する。電動送風機
９が発生させる気流とともに吸引された塵埃は、集塵部１０にフィルターとして保持され
るティッシュペーパーに捕集される。
【００２４】
　集塵部１０に流入した気流は、塵埃が捕集によって分離された空気として電動送風機９
に吸引される。塵埃が分離された空気は、電動送風機９によって排気口８から送出される
。掃除機本体２の後方は、電動送風機９が発生させる気流の下流側である。
【００２５】
　続いて、図２を用いて、実施の形態１に係る掃除機本体２の構成を説明する。
　図２は、本実施の形態に係る掃除機本体の上面断面図である。図２において、掃除機本
体２の前方は、紙面上の左方向である。
【００２６】
　掃除機本体２は、支持部材１３と、集塵部装着部１４と、検出部１５と、を備える。
【００２７】
　支持部材１３は、例えばゴムまたは軟質樹脂によって形成される。
【００２８】
　電動送風機９は、支持部材１３の後方に配置される。電動送風機９は、支持部材１３に
よって掃除機本体２に固定される。
【００２９】
　集塵部装着部１４は、吸気口７より後方に、電動送風機９より前方に設けられる。集塵
部装着部１４は、内部の空間が吸気口７と通じる。
【００３０】
　集塵部１０は、集塵部装着部１４に着脱可能に設けられる。集塵部１０は、集塵部装着
部１４に装着されている状態において、吸気口７から電動送風機９まで流れる空気が集塵
部１０を通過しうるように配置される。
【００３１】
　掃除機本体２は、空間１６を有する。空間１６は、集塵部１０と電動送風機９との間に
設けられる風路である。空間１６は、支持部材１３によって、集塵部１０および電動送風
機との間の気密が確保されるように設けられる。
【００３２】
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　検出部１５は、空間１６の気圧の減少を検出しうるように設けられる。検出部１５は、
例えば空間１６に設けられる気圧計を備える。
【００３３】
　報知部１１は、検出部１５が検出した空間１６の気圧の減少をあらわす信号を受信でき
るように、検出部１５に接続される。
【００３４】
　続いて、図３から図５を用いて、実施の形態１に係る集塵部１０の構成を説明する。
　図３は、本実施の形態に係る集塵部の斜視図である。図４は、本実施の形態に係る集塵
部の正面図である。図５は、本実施の形態に係る集塵部の背面斜視図である。
【００３５】
　集塵部１０は、ダストボックス１７と、開口部カバー１８と、を備える。
【００３６】
　ダストボックス１７は、例えば樹脂からなる構造体である。ダストボックス１７は、風
路筒１９と、フィルター保持部２０と、連結部２１と、つまみ２２と、を備える。
【００３７】
　風路筒１９は、開口部１９ａを有する前後方向の長さが６０ミリメートルの円筒体であ
る。風路筒１９の開口部１９ａは、外径が５０ミリメートルで、内径が４６ミリメートル
である。風路筒１９の、中心軸に垂直な面における断面積は、約２０００平方ミリメート
ルである。
【００３８】
　フィルター保持部２０は、後方に開口を有する直方体の形状である。
【００３９】
　連結部２１は、風路筒１９とフィルター保持部２０との間を連結する。
【００４０】
　つまみ２２は、フィルター保持部２０の上部に一体に設けられる。つまみ２２は、フィ
ルター保持部２０の上面から突出する。
【００４１】
　開口部カバー１８は、風路筒１９の開口部１９ａに着脱可能に構成される。開口部カバ
ー１８は、風路筒１９に装着された状態において、開口部１９ａから風路筒１９の外側面
を覆う。開口部カバー１８は、風路筒１９に装着された状態において、開口部１９ａの外
周部分を覆う。開口部カバー１８は、側周部１８ａの内径が５２ミリメートルである。開
口部カバー１８は、側周部１８ａの前後方向の長さが３０ミリメートルである。開口部カ
バー１８は、シール部材２３を備える。
【００４２】
　シール部材２３は、例えばゴムまたは軟質樹脂等の柔軟性を有する材料で形成される。
シール部材２３は、風路筒１９の開口部１９ａの外周部分を覆う開口部カバー１８の部分
の前方の面から後方の面に亘って配置される。シール部材２３は、開口部カバー１８の前
方の面において、集塵部装着部１４と開口部カバー１８との気密を確保するように設けら
れる。シール部材２３は、開口部カバー１８の後方の面において、開口部カバー１８と風
路筒１９との気密を確保するように設けられる。シール部材２３は、ダストボックス１７
が集塵部装着部１４に装着されるときに圧縮されて風路の気密を確保できるように、外径
寸法が調整されている。
【００４３】
　図４に示されるように、風路筒１９は、内面に複数のリブ２４を備える。
【００４４】
　リブ２４は、風路筒１９の軸を中心として、周方向に等間隔に１２枚配置される。リブ
２４は、風路筒１９の中心軸に向かって風路筒１９の内面から突出する。リブ２４の風路
筒１９の内面から突出する高さは、開口部１９ａに近い側が反対側の端部１９ｂに近い側
より低くなるように構成される。リブ２４の風路筒１９の内面から突出する高さは、最も
高い部分で５ミリメートルである。
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【００４５】
　図５に示されるように、風路筒１９は、リブ２４を連結するガード体２５を備える。
【００４６】
　ガード体２５は、１２枚のリブ２４のうち周方向に２枚おきに並ぶ４枚を、風路筒１９
の中心軸上で連結する。ガード体２５は、風路筒１９の後方の端部１９ｂでリブ２４を連
結する。
【００４７】
　集塵部１０は、微細塵フィルター２６を備える。
【００４８】
　微細塵フィルター２６は、フィルター保持部２０に収容される。微細塵フィルター２６
は、フィルター枠２７と、フィルター濾材２８とを備える。
【００４９】
　フィルター枠２７は、樹脂によって形成される。フィルター枠２７は、フィルター保持
部２０の後部の開口から収容可能な寸法の方形の枠である。フィルター枠２７は、後部の
開口に平行な面における断面積が約５２００平方ミリメートルである。
【００５０】
　フィルター濾材２８は、プリーツ状の構造である。フィルター濾材２８は、フィルター
枠２７の内側に取り付けられる。フィルター濾材２８は、高補修効率を有する濾材で形成
される。フィルター濾材２８は、例えば高分子濾材、ＨＥＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉ
ｅｎｃｙ　Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　Ａｉｒ）濾材またはＵＬＰＡ（Ｕｌｔｒａ　Ｌｏｗ
　Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｏｎ　Ａｉｒ）濾材である。
【００５１】
　ダストボックス１７は、連結部２１の内側に連結空間２９を有する。連結空間２９は、
前方から後方に向けて中心軸に垂直な面における断面積が連続的に拡大するように構成さ
れる。
【００５２】
　続いて、図６から図１１を用いて、電気掃除機１の動作について説明する。
　図６から図１１は、本実施の形態に係る集塵部の斜視図である。
【００５３】
　使用者は、電気掃除機１の運転を開始する前に、ダストボックス１７の風路筒１９にテ
ィッシュペーパーを装着する。
【００５４】
　一般に使用されるティッシュペーパーの多くは、長辺が２００ミリメートルから２２０
ミリメートル、短辺が１６０ミリメートルから２１０ミリメートルの長方形である。以下
では、例として長辺Ｔａが２１０ミリメートルであり短辺Ｔｂが１９０ミリメートルであ
るティッシュペーパーＴを、使用者がダストボックス１７に装着する場合について説明す
る。長辺Ｔａは、ティッシュペーパーＴの第１の辺の例である。長辺Ｔａの対辺である長
辺Ｔｃは、ティッシュペーパーＴの第２の辺の例である。
【００５５】
　まず、図６に示されるように、使用者は、ティッシュペーパーＴの一辺である長辺Ｔａ
を、風路筒１９の外側面に沿うようにあてがう。使用者は、ティッシュペーパーＴの長辺
Ｔａを開口部１９ａから約３０ミリメートル後方側に配置する。ティッシュペーパーＴの
長辺Ｔａから開口部１９ａの位置までの部分を当接部Ｔｄとする。
【００５６】
　次に、図７に示されるように、使用者は、ティッシュペーパーＴを風路筒１９の外側面
に巻く。使用者は、開口部１９ａの外側面の長さがティッシュペーパーＴの長辺の長さよ
りも短く構成されているので、ティッシュペーパーＴの巻き始めの端部と巻き終わりの端
部を重ねる。ティッシュペーパーＴの端部が重なっている当該部分を重なり部Ｔｅとする
。
【００５７】
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　重なり部Ｔｅの周方向の幅は、開口部１９ａの外側面の周長が約１６０ミリメートルで
あるため、約５０ミリメートルである。ティッシュペーパーＴは、長辺Ｔｃを前端とする
、長さが短辺Ｔｂの長さである円筒の状態である。開口部１９ａよりも前方側にある部分
であるティッシュペーパーＴの長辺Ｔｃから開口部１９ａまでの長さは、短辺Ｔｂの長さ
から当接部Ｔｄの風路筒１９の軸方向の長さを差し引いた約１６０ミリメートルである。
【００５８】
　次に、図８に示されるように、使用者は、ティッシュペーパーＴの開口部１９ａよりも
前方向にある長辺Ｔｃを含む部分を、開口部１９ａから開口部１９ａの内部に折り畳みな
がら押し込む。このとき、使用者は、ティッシュペーパーＴが風路筒１９から外れないよ
うに、当接部Ｔｄを保持している。
【００５９】
　次に、図９に示されるように、ティッシュペーパーＴの開口部１９ａよりも前方向にあ
った部分は、風路筒１９の内部に押し込まれる。風路筒１９は、前後方向の長さが６０ミ
リメートルであるため、ティッシュペーパーＴの開口部１９ａよりも前方側にあった部分
の長さ１６０ミリメートルよりも短く構成されている。このため、ティッシュペーパーＴ
の開口部１９ａよりも前方向にあった部分のうち約１００ミリメートルの余剰部分は、風
路筒１９内部の、後方の端部１９ｂで折り重ねられる。
【００６０】
　ティッシュペーパーＴは、風路筒１９が内面に備える複数のリブ２４によって、風路筒
１９の内面との間に空間が形成されるように支持される。ガード体２５は、ティッシュペ
ーパーＴの下流側の端部１９ｂで折り重ねられた部分を支持する。ティッシュペーパーＴ
は、リブ２４の高さの変化によって、風路筒１９内で開口部１９ａ側から下流側に向けて
断面積が小さくなるコップ状のフィルターを形成する。
【００６１】
　次に、図１０に示されるように、使用者は、風路筒１９に装着したティッシュペーパー
Ｔを覆うように開口部カバー１８を装着する。開口部カバー１８の側周部１８ａは、ティ
ッシュペーパーＴの当接部Ｔｄを覆う。以上の手順によって装着されたティッシュペーパ
ーＴは、風路筒１９に、コップ状のフィルターとして保持される。
【００６２】
　使用者は、ティッシュペーパーＴを装着したダストボックス１７に、開口部カバー１８
を装着する。開口部カバー１８が装着されたダストボックス１７は、集塵部１０を構成す
る。使用者は、本体蓋６を開けた掃除機本体２の上部から、つまみ２２を持って集塵部装
着部１４に集塵部１０を装着する。使用者は、本体蓋６を閉める。
【００６３】
　ティッシュペーパーＴを装着した集塵部１０を集塵部装着部１４に装着した場合に、前
方側に設けられたシール部材２３は、集塵部装着部１４に接することで吸気口７から開口
部カバー１８に至る風路の気密を確保する。後方側に設けられたシール部材２３は、柔軟
性を有する材料で形成されるため、ティッシュペーパーＴの重なった部分および不規則な
しわ等に密着する。後方側に設けられたシール部材２３は、ティッシュペーパーＴを挟む
ことで、開口部カバー１８から風路筒１９に至る風路の気密を確保する。
【００６４】
　使用者は、電気掃除機１の運転を開始させる。電動送風機９が発生させる気流は、塵埃
とともに集塵部１０に流入する。
【００６５】
　集塵部１０に流入した気流は、複数のリブ２４によってティッシュペーパーＴと風路筒
１９の内面との間に形成された空間を通り、コップ状に形成された側面を含むティッシュ
ペーパーＴの風路筒１９の内部にある全面を通過する。
【００６６】
　コップ状に形成された側面を含むティッシュペーパーＴは、通過する気流により力を受
けると、複数のリブ２４によって規制される空間内で容積が最大となる。つまり、ティッ
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シュペーパーＴは、電気掃除機１の運転前の風路筒１９に装着した時点で、ティッシュペ
ーパーＴが複数のリブ２４やガード体２５に十分密着していなくても、電気掃除機１の運
転後に気流が通過すると、複数のリブ２４やガード体２５に密着する。したがって、使用
者はティッシュペーパーＴを風路筒１９に装着する際に、ティッシュペーパーＴの長辺Ｔ
ｃを風路筒１９にしっかり押し込まなくても、ティッシュペーパーＴは、電気掃除機１の
運転によってコップ状に形成される。
【００６７】
　集塵部１０に流入した塵埃は、風路筒１９が保持するコップ状のフィルターとして形成
されたティッシュペーパーＴに捕集される。集塵部１０に流入した塵埃の多くは、ティッ
シュペーパーＴが形成するコップ状のフィルターの底面に気流によって導かれ、捕集され
る。当該底面は、ティッシュペーパーＴが折り重ねられた部分であるため、折り重なった
ティッシュペーパーの部分が複数枚のフィルターとして各々塵埃を捕集する。ガード体２
５は、風路筒１９を流れる気流によってティッシュペーパーＴの端部が下流側に流れてし
まうことを抑制するように、ティッシュペーパーＴを風路筒１９の内に留める。
【００６８】
　直径数マイクロメートル程度の微細塵は、ティッシュペーパーＴに捕集されずに気流と
ともに風路筒１９を通過しうる。風路筒１９を通過した微細塵は、連結空間２９を経由し
て気流とともにフィルター保持部２０に流入する。
【００６９】
　フィルター保持部２０に流入した微細塵は、微細塵フィルター２６に捕集される。
【００７０】
　フィルター保持部２０に流入した気流は、塵埃が捕集によって分離された空気として電
動送風機９に吸引される。塵埃が分離された空気は、電動送風機９によって排気口８から
送出される。
【００７１】
　空間１６は、電気掃除機１の運転によってティッシュペーパーＴまたは微細塵フィルタ
ー２６に捕集された塵埃が蓄積された場合に、電気掃除機１の運転中の気圧が低下する。
検出部１５は、空間１６の気圧が予め定められた値以下になった場合に、報知部１１に空
間１６の気圧の減少をあらわす信号を送信する。報知部１１は、検出部１５から信号を受
信した場合に、掃除機本体２の上面に配置されたＬＥＤを点灯することによって、空間１
６の気圧が低下したことを使用者に報知する。すなわち、報知部１１は、使用者にティッ
シュペーパーＴまたは微細塵フィルター２６に捕集された塵埃が蓄積されたことを報知す
る。
【００７２】
　使用者は、塵埃を吸引することで被清掃面を清掃したあとに、操作スイッチによって電
動送風機９の気流を発生させる動作を終了させる。
【００７３】
　使用者は、本体蓋６を開ける。使用者は、つまみ２２を持って集塵部１０を集塵部装着
部１４から取り出す。
【００７４】
　次に、図１１に示されるように、使用者は開口部カバー１８およびコップ状のティッシ
ュペーパーＴをこの順にダストボックス１７から取り外す。使用者は、当接部Ｔｄをつま
んで風路筒１９から引き出すことで、コップ状のティッシュペーパーＴを取り外す。使用
者は、取り外したティッシュペーパーＴを捕集した塵埃とともに廃棄する。
【００７５】
　以上に説明したように、本実施の形態に係る電気掃除機１は、電動送風機９と集塵部１
０とを備える。電動送風機９は、気流を発生させる。集塵部１０は、気流により外部から
吸引される塵埃を、ティッシュペーパーＴをフィルターとして保持する１つ以上の風路筒
１９を通して捕集する。ティッシュペーパーＴは、長辺Ｔａが気流の上流側の外側面に巻
かれ長辺Ｔａの対辺であるＴｃが気流の上流側の開口部の内側に折り込まれる。
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【００７６】
　ダストボックス１７は、風路筒１９にティッシュペーパーＴをコップ状のフィルターと
して保持する。ダストボックス１７から取り外されたコップ状のティッシュペーパーＴは
、当接部Ｔｄが外側に折り返されている。このため、コップ状のティッシュペーパーＴは
、形状が維持されやすい。ティッシュペーパーＴは、外側に折り返されている当接部Ｔｄ
を持って揺さぶられた場合であっても、コップ状の形状が維持される。すなわち、ティッ
シュペーパーＴは、ダストボックス１７から取り外されて廃棄されるまでの間に、大きく
変形しない。したがって、電気掃除機１は、集塵部１０に保持されていたティッシュペー
パーＴを取り外して廃棄する際に、捕集されていた塵埃が舞い上がることを抑制できる。
【００７７】
　使用者は、開口部１９ａの外側に折り返されている当接部Ｔｄをつまんでティッシュペ
ーパーＴを風路筒１９から引き出す。使用者は、容易にティッシュペーパーＴを風路筒１
９から取り出すことができる。
【００７８】
　当接部Ｔｄは、電気掃除機１の運転時において塵埃を含む空気が通過する風路の外に位
置するため、塵埃が付着しない。使用者は、ティッシュペーパーＴを取り出す際に手を汚
すことなく衛生的に廃棄できる。
【００７９】
　使用者は、ティッシュペーパーＴより塵埃の捕集容量が大きい紙パックを使用する電気
掃除機の集塵部と比較して、より高い頻度で捕集された塵埃を廃棄する。捕集された塵埃
が集塵部１０に留まる期間が短くなるため、電気掃除機１は、捕集された塵埃が発生する
臭気の排出量を低減できる。
【００８０】
　また、風路筒１９は、内側面にティッシュペーパーＴとの間に空間を形成するための複
数のリブ２４を備える。これにより、風路筒１９を流れる気流は、風路筒１９の中におい
てティッシュペーパーＴの全体を通過できる。ティッシュペーパーＴがフィルターとして
作用する表面積は、広くなる。ティッシュペーパーＴを含む風路筒１９の通気抵抗は、小
さくなる。したがって、電気掃除機１は、吸引効率を高めることができる。
【００８１】
　また、風路筒１９は、複数のリブ２４の少なくとも２つを連結するガード体２５を備え
る。ガード体２５は、風路筒１９を流れる気流によってティッシュペーパーＴの長辺Ｔｃ
を有する端部が下流側に流れてしまうことを防止する。これにより、ティッシュペーパー
Ｔのコップ状の形状が、より維持されやすくなる。ガード体２５は、ティッシュペーパー
Ｔの端部が流れてしまうことにより、塵埃がティッシュペーパーＴに捕集されずに風路筒
１９を通過することを抑制する。
【００８２】
　また、風路筒１９は、開口部１９ａから気流の下流側の端部１９ｂまでの風路方向の長
さが、ティッシュペーパーＴの長辺Ｔｃから開口部１９ａまでの長さよりも短く構成され
る。すなわち、風路筒１９は、長辺Ｔｃを含む周辺部が端部１９ｂで折り重なるようにテ
ィッシュペーパーＴを保持できる。端部１９ｂにおいて折り重なったコップ状のティッシ
ュペーパーＴの底部にあたる部分は、複数枚のフィルターとして作用する。これにより、
集塵部１０は、濾過性能が高くなる。
【００８３】
　また、風路筒１９は、外側面の周長が、ティッシュペーパーＴの長辺Ｔａの長さよりも
短く構成される。すなわち、風路筒１９は、長辺Ｔａの両端部が外側面上で重なるように
ティッシュペーパーＴを保持できる。コップ状のティッシュペーパーＴは、重なり部Ｔｅ
が形成されるので、形状がより維持されやすくなる。また、コップ状のティッシュペーパ
ーＴは、周方向の隙間が生じにくくなるので、より確実に塵埃を捕集できる。
【００８４】
　また、風路筒１９は、外側面の周長が、１００ミリメートル以上２２０ミリメートル以
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下の範囲内の長さである。一般的なティッシュペーパーの多くは長辺が２２０ｍｍ以下で
あり、風路筒１９の外側面の周長はこれ以下の外周長となる。したがって、使用者は、一
般的なティッシュペーパーを使用して重なり部Ｔｅを形成できる。
【００８５】
　円筒形の風路筒は、外側面の周長を１００ミリメートル以上とすることで、直径が３０
ミリメートル以上となる。風路筒は、直径が３０ミリメートルよりも大きい場合、使用者
がティッシュペーパーを装着しやすくなる。この場合、風路筒の内部の容積に対してティ
ッシュペーパーの量が多くなりすぎず、風路筒の通気抵抗が増えることを防止できる。
【００８６】
　また、集塵部は、微細塵を捕集する微細塵フィルターを、前記風路筒より前記気流の下
流側に備える。
【００８７】
　風路筒１９に保持されるティッシュペーパーＴは、吸引された塵埃の内、繊維成分また
は毛髪等の質量に対して表面積の大きいかさばるごみと微細塵の多くとを微細塵フィルタ
ー２６の上流で捕集する。微細塵フィルター２６は、ティッシュペーパーＴを通過した微
細塵を捕集する。
【００８８】
　微細塵フィルター２６を備える集塵部１０において、ティッシュペーパーＴは、微細塵
フィルター２６まで届く微細塵の量を少なくする。微細塵フィルター２６が微細塵により
目詰まりするまでの連続使用可能時間が長くなる。
【００８９】
　微細塵フィルター２６は、ティッシュペーパーＴを複数回交換して使用していく間に、
捕集した微細塵が徐々に溜まっていく。微細塵フィルター２６は、微細塵フィルター２６
をフィルター保持部２０から取り外した後に溜まった微細塵を除去することによって清掃
される。微細塵フィルター２６に溜まった微細塵は、フィルター濾材２８に振動を加えた
り、フィルター濾材２８を水洗いしたりすることにより除去される。集塵部１０は、ティ
ッシュペーパーＴの交換作業よりも手間がかかる微細塵フィルター２６の清掃作業の頻度
を大幅に低減することで、使用者の手間を低減する。
【００９０】
　また、集塵部１０は、風路筒１９の気流の上流側の外側面と開口部１９ａの少なくとも
一部とを覆う開口部カバー１８を備える。これにより、ティッシュペーパーＴは、ダスト
ボックス１７を掃除機本体２に装着する際、開口部カバー１８に覆われる。開口部カバー
１８は、ダストボックス１７を掃除機本体２に装着する際、ティッシュペーパーＴが集塵
部装着部１４または使用者の指に接触することを防止する。したがって、開口部カバー１
８は、ティッシュペーパーＴの風路筒１９への装着状態の緩みおよび外れを防止できる。
したがって、使用者は、集塵部１０の掃除機本体２への装着を容易に行える。
【００９１】
　また、開口部カバー１８は、柔軟性を有するシール部材２３を、開口部１９ａを覆う部
分の気流の上流側の面または下流側の面の少なくともいずれかに備える。気流の上流側の
面は、前方側の面である。気流の下流側の面は、後方側の面である。開口部カバー１８は
、前方側にシール部材２３を備えることにより、集塵部装着部１４と接触して風路の気密
を確保する。開口部カバー１８は、後方側にシール部材２３を備えることにより、開口部
１９ａと接触して風路の気密を確保する。これにより、集塵部１０を集塵部装着部１４に
装着したときに、風路筒１９は、吸気口７から空気もれがない状態で電動送風機９が発生
させた気流を通過させることができる。
【００９２】
　また、連結空間２９は、中心軸に垂直な面における断面積が上流側から下流側にかけて
連続的に広がるように構成される。風路筒１９から微細塵フィルター２６までの連結空間
２９における通気抵抗は、小さく抑えられる。これにより、電気掃除機１は、吸引効率が
高まる。
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【００９３】
　また、電気掃除機１は、検出部１５と、報知部１１とを備える。検出部１５は、電動送
風機９と集塵部１０との間に設けられた空間１６の気圧の減少を検出する。報知部１１は
、検出部１５が空間１６の気圧の減少を検出した場合に、使用者にティッシュペーパーＴ
または微細塵フィルター２６に捕集された塵埃が蓄積されたことを報知する。これにより
、電気掃除機１は、ティッシュペーパーＴの交換または微細塵フィルター２６の清掃を使
用者に促すことができる。
【００９４】
　また、風路筒１９は、断面形状が円である。外周長に対する断面積の比率が最も大きい
断面形状は円であるため、風路筒１９が１つである場合に、集塵部１０は、他の断面形状
の風路筒より小型になる。
【００９５】
　また、つまみ２２は、フィルター保持部２０の上面から突出するように一体に形成され
る。使用者は、つまみ２２を持って集塵部１０を集塵部装着部１４から容易に着脱できる
。
【００９６】
　なお、風路筒１９がティッシュペーパーを保持する際の当接部Ｔｄは、長さが３０ミリ
メートルに限定されない。風路筒１９は、使用者がティッシュペーパーの寸法等に応じて
、当接部Ｔｄまたは重なり部Ｔｅの長さを調整できる寸法に構成される。風路筒１９は、
使用者がティッシュペーパーの寸法等に応じて、ティッシュペーパーの短辺または長辺の
いずれを外側面に巻いて装着するかを選択できる寸法に構成される。
【００９７】
　当接部Ｔｄは、長さが２０ミリメートル以上である場合に、ティッシュペーパーのコッ
プ状の形状を維持する効果が高くなる。
【００９８】
　風路筒１９は、断面形状が楕円または矩形であってもよい。
【００９９】
　検出部１５は、電動送風機９を駆動する電流の変化によって空間１６の気圧の変化を検
出してもよい。検出部１５は、連結空間２９に配置される気圧計を備えてもよい。電気掃
除機１は、検出部１５または報知部１１を備えなくてもよい。
【０１００】
　ガード体２５は、リブ２４の向かい合う２つのみを連結してもよい。風路筒１９は、ガ
ード体２５を備えなくてもよい。風路筒１９は、例えば、ティッシュペーパーＴの端部が
流れることを抑制するネットを、下流側に備えてもよい。
【０１０１】
　風路筒１９は、リブ２４を備えなくてもよい。風路筒１９は、ティッシュペーパーＴが
内側面に密着することを抑制する凹凸を内側面に有してもよい。
【０１０２】
　風路筒１９は、開口部１９ａから端部１９ｂまでの長さが、ティッシュペーパーＴの長
辺Ｔｃから開口部１９ａまでの長さ以上に構成されてもよい。風路筒１９は、ティッシュ
ペーパーＴのコップ状の形状を維持するためのガード体を、風路方向の中間の位置に備え
てもよい。
【０１０３】
　電気掃除機１は、例えばスティック型等の型式であってもよい。
【０１０４】
　実施の形態２．
　本実施の形態では、実施の形態１で開示された例と相違する点について詳しく説明する
。本実施の形態で説明しない特徴については、実施の形態１で開示された例のいずれの特
徴が採用されてもよい。
【０１０５】
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　図１２を用いて、実施の形態２に係る集塵部１０の構成を説明する。
　図１２は、本実施の形態に係る集塵部の斜視図である。
【０１０６】
　開口部カバー１８は、風路筒１９の開口部１９ａを塞ぐ遮蔽弁３０を備える。
【０１０７】
　遮蔽弁３０は、厚さ１ミリメートルの円板を４分割した構造からなる。遮蔽弁３０は、
ゴムまたは軟質樹脂等の柔軟性を有する材料からなるシール部材２３と一体的に形成され
る。遮蔽弁３０は、可撓性を有する。遮蔽弁３０は、電動送風機９が発生させる気流によ
って下流側に変形しうるように構成される。
【０１０８】
　続いて、図１３および図１４を用いて、実施の形態２に係る電気掃除機１の動作を説明
する。
　図１３および図１４は、本実施の形態に係る掃除機本体の上面断面図である。
【０１０９】
　図１３は、電気掃除機１が停止している状態を示す。電気掃除機１が停止しているため
に電動送風機９が気流を発生させていない状態において、遮蔽弁３０は開口部１９ａを閉
じる。
【０１１０】
　図１４は、電気掃除機１が運転している状態を示す。電気掃除機１が運転しているため
に電動送風機９が気流を発生させている状態において、遮蔽弁３０は、吸気口７から吸引
された気流によって集塵部１０の下流側に向けてたわむ。遮蔽弁３０は、たわむことによ
って開口部１９ａを開く。
【０１１１】
　電気掃除機１が運転を停止すると、遮蔽弁３０はたわみがもとに戻り、開口部カバー１
８の開口部１９ａを再び閉じる。
【０１１２】
　以上に説明したように、本実施の形態に係る電気掃除機１においては、開口部カバー１
８は、電動送風機９が気流を発生させていない時に開口部１９ａを閉じ、電動送風機９が
気流を発生させている時に開口部１９ａを開く遮蔽弁３０を備える。これによって、遮蔽
弁３０は、使用者が集塵部１０を掃除機本体２から取り出す際に、捕集された塵埃が開口
部１９ａからこぼれ落ちることを防ぐ。使用者は、捕集された塵埃を廃棄する作業を、衛
生的に行うことができる。
【０１１３】
　実施の形態３．
　本実施の形態では、実施の形態１または実施の形態２で開示された例と相違する点につ
いて詳しく説明する。本実施の形態で説明しない特徴については、実施の形態１または実
施の形態２で開示された例のいずれの特徴が採用されてもよい。
【０１１４】
　続いて、図１５および図１６を用いて、集塵部１０の構成を説明する。
　図１５および図１６は、本実施の形態に係る集塵部の斜視図である。
【０１１５】
　集塵部１０は、実施の形態１で開示された例における集塵部装着部１４に替えて、掃除
機本体２に直接設けられる。
【０１１６】
　集塵部１０は、吸気口７と、フィルター保持部２０と、２つの筒状ユニット収容部３１
と、風路切替え部３２と、を有する。
【０１１７】
　吸気口７は、集塵部１０の前方に設けられる開口である。集塵部１０の吸気口７を有す
る前端部は、ホース３の接続パイプ４に接続されていない端部に接続される。
【０１１８】
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　フィルター保持部２０は、集塵部１０の後方に設けられる。フィルター保持部２０は、
上面に開口を有する。
【０１１９】
　２つの筒状ユニット収容部３１は、フィルター保持部２０の前方に左右に並べて設けら
れる。筒状ユニット収容部３１の各々は、フィルター保持部２０と空間が通じるように設
けられる。筒状ユニット収容部３１の各々は、後方にシール部材３３を備える。
【０１２０】
　風路切替え部３２は、２つの筒状ユニット収容部３１の前方に設けられる。風路切替え
部３２は、吸気口７と内部で空間が通じる。風路切替え部３２は、筒状ユニット収容部３
１の各々と内部で空間が通じる。風路切替え部３２は、吸気口７から筒状ユニット収容部
３１のいずれかに至る風路を形成する。風路切替え部３２は、２つの筒状ユニット収容部
３１の間に、支持部３４を有する。風路切替え部３２は、支持軸３５を有する風路切替え
弁３６を備える。
【０１２１】
　支持軸３５は、支持部３４に回転可能に装着される。支持軸３５は、風路切替え部３２
を上方に貫く。支持軸３５は、本体蓋６を閉じた状態において、本体蓋６を上方に貫く。
支持軸３５は、本体蓋６を貫く上方の端部に嵌合部３５ａを有する。
【０１２２】
　風路切替え弁３６は、一辺が支持軸３５と一体に形成される板である。風路切替え弁３
６は、樹脂からなる。風路切替え弁３６は、周囲にシール部材３７を備える。風路切替え
弁３６は、支持軸３５の回転に伴って左右方向に回転可能に設けられる。風路切替え弁３
６は、左右方向に回転させる場合に、シール部材３７が風路切替え弁３６の内面に接触す
るように設けられる。風路切替え弁３６は、吸気口７から風路が形成される筒状ユニット
収容部３１を、風路切替え弁３６を支持軸３５の周りに回転させることで切り替えうるよ
うに構成される。
【０１２３】
　集塵部１０は、微細塵フィルター２６と、２つの筒状ユニット３８とを備える。
【０１２４】
　微細塵フィルター２６は、フィルター保持部２０に上方から収容される。
【０１２５】
　２つの筒状ユニット３８の各々は、２つの筒状ユニット収容部３１の各々に上方から着
脱可能に構成される。筒状ユニット３８は、筒状ユニット収容部３１に装着されている状
態において、吸気口７から電動送風機９まで流れる空気が筒状ユニット収容部３１を通過
しうるように配置される。筒状ユニット３８の各々は、筒状ユニット収容部３１の各々が
後方に備えるシール部材３３と後方側が接触することで風路の気密を確保しうるように構
成される。
【０１２６】
　図１６に示されるように、電気掃除機１は、風路切替えダイヤル３９を備える。
【０１２７】
　風路切替えダイヤル３９は、本体蓋６の上方に設けられる。風路切替えダイヤル３９は
、嵌合部３５ａで支持軸３５と接続される。風路切替えダイヤル３９は、支持軸３５が風
路切替えダイヤル３９とともに回転しうるように構成される。
【０１２８】
　続いて、図１７を用いて筒状ユニット３８の構成を説明する。
　図１７は、本実施の形態に係る風路筒の斜視図である。
【０１２９】
　筒状ユニット３８の各々は、風路筒１９と、開口部カバー１８と、を備える。
【０１３０】
　風路筒１９は、例えば樹脂によって形成される。風路筒１９は、開口部１９ａを有する
前後方向の長さが６０ミリメートルの矩形の筒状部材である。風路筒１９の開口部１９ａ
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は、左右方向の幅が２５ミリメートルで、上下方向の高さが６０ミリメートルである。風
路筒１９は、内面に複数のリブ２４を備える。風路筒１９は、ガード体２５を備える。
【０１３１】
　リブ２４は、風路筒１９の垂直面の内側に５枚ずつ設けられる。リブ２４は、風路筒１
９の水平面の内側に１枚ずつ設けられる。リブ２４は、風路筒１９の内側面に合計で１２
枚が設けられる。リブ２４は、風路筒１９の内面に垂直に風路筒１９の内面から突出する
。リブ２４の風路筒１９の内面から突出する高さは、開口部１９ａ側が反対側の端部１９
ｂ側より低くなるように構成される。リブ２４の風路筒１９の内面から突出する高さは、
最も高い部分で５ミリメートルである。
【０１３２】
　ガード体２５は、１２枚のリブ２４のうち風路筒１９の４面の内側面の中央に配置され
た４枚を、風路筒１９の中心軸上で連結する。ガード体２５は、風路筒１９の下流側の端
部１９ｂでリブ２４を連結する。
【０１３３】
　続いて、図１８を用いて筒状ユニット３８の構成を説明する。
　図１８は、本実施の形態に係る筒状ユニットの斜視図である。
【０１３４】
　開口部カバー１８は、風路筒１９の開口部１９ａに着脱可能に構成される。開口部カバ
ー１８は、風路筒１９に装着された状態において、開口部１９ａから風路筒１９の外側面
を覆う。開口部カバー１８は、風路筒１９に装着された状態において、開口部１９ａの外
周部分を覆う。開口部カバー１８は、側周部１８ａの左右方向の内幅が２７ミリメートル
である。開口部カバー１８は、側周部１８ａの上下方向の内幅が６２ミリメートルである
。開口部カバー１８は、側周部１８ａの前後方向の長さが３０ミリメートルである。開口
部カバー１８は、シール部材２３を備える。
【０１３５】
　シール部材２３は例えばゴムまたは軟質樹脂等の柔軟性を有する材料で形成される。シ
ール部材２３は、風路筒１９の開口部１９ａの外周部分を覆う開口部カバー１８の部分の
前方の面から後方の面に亘って配置される。シール部材２３は、開口部カバー１８の上流
側において、集塵部装着部１４と開口部カバー１８との気密を確保するように設けられる
。シール部材２３は、開口部カバー１８の後方側において、開口部カバー１８と風路筒１
９との気密を確保するように設けられる。シール部材２３は、ダストボックス１７が集塵
部装着部１４に装着されるときに圧縮されて風路の気密を確保できるように、外径寸法が
調整されている。
【０１３６】
　続いて、図１９から図２１を用いて実施の形態３に係る電気掃除機１の動作を説明する
。
　図１９は、本実施の形態に係る筒状ユニットの斜視図である。図２０は、本実施の形態
に係る掃除機本体の上面断面図である。図２１は、本実施の形態に係る筒状ユニットの斜
視図である。
【０１３７】
　使用者は、電気掃除機１の運転を開始する前に、筒状ユニット３８にティッシュペーパ
ーＴを装着する。
【０１３８】
　まず、使用者は、ティッシュペーパーＴの一辺である長辺Ｔａを、風路筒１９の外側面
に沿うようにあてがう。使用者は、ティッシュペーパーＴの長辺Ｔａを開口部１９ａから
約３０ミリメートル後方側に配置する。ティッシュペーパーＴの長辺Ｔａから開口部１９
ａの位置までの部分を当接部Ｔｄとする。
【０１３９】
　次に、使用者は、ティッシュペーパーＴを風路筒１９の外側面に巻く。使用者は、開口
部１９ａの外側面の長さがティッシュペーパーＴの長辺の長さよりも短く構成されている
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ので、ティッシュペーパーＴの巻き始めの端部と巻き終わりの端部を重ねる。ティッシュ
ペーパーＴの端部が重なっている当該部分を重なり部Ｔｅとする。
【０１４０】
　重なり部Ｔｅの周長は、開口部１９ａの外側面の周長が約１７０ミリメートルであるた
め、約４０ミリメートルである。ティッシュペーパーＴは、長辺Ｔｃを前端とする、長さ
が短辺Ｔｂの長さである矩形の筒状の状態である。ティッシュペーパーＴの開口部１９ａ
よりも前方側の部分の長さは、短辺Ｔｂの長さから当接部Ｔｄの風路筒１９の軸方向の長
さを差し引いた約１６０ミリメートルである。
【０１４１】
　次に、使用者は、ティッシュペーパーＴの開口部１９ａよりも前方向にある長辺Ｔｃを
含む部分を、開口部１９ａから開口部１９ａの内部に折り畳みながら押し込む。このとき
、使用者は、ティッシュペーパーＴが風路筒１９から外れないように、当接部Ｔｄを保持
している。
【０１４２】
　風路筒１９は、前後方向の長さが６０ミリメートルであるため、ティッシュペーパーＴ
の開口部１９ａよりも前方側にあった部分の長さ１６０ミリメートルよりも短く構成され
ている。このため、ティッシュペーパーＴの開口部１９ａよりも前方向にあった部分のう
ち約１００ミリメートルの余剰部分は、風路筒１９内部の、後方の端部１９ｂで折り重ね
られる。
【０１４３】
　ティッシュペーパーＴは、風路筒１９が内面に備える複数のリブ２４によって、風路筒
１９の内面との間に空間が形成されるように支持される。ガード体２５は、ティッシュペ
ーパーＴの下流側の端部１９ｂで折り重ねられた部分を支持する。ティッシュペーパーＴ
は、リブ２４の高さの変化によって、風路筒１９内で開口部１９ａ側から下流側に向けて
断面積が小さくなるコップ状のフィルターを形成する。
【０１４４】
　次に、使用者は、風路筒１９に装着したティッシュペーパーＴを覆うように開口部カバ
ー１８を装着する。開口部カバー１８の側周部１８ａは、ティッシュペーパーＴの当接部
Ｔｄを覆う。以上の手順によって装着されたティッシュペーパーＴは、風路筒１９に、コ
ップ状のフィルターとして保持される。
【０１４５】
　次に、図２０に示されるように、使用者は、ティッシュペーパーＴを装着した筒状ユニ
ット３８を、筒状ユニット収容部に上から集塵部１０を装着する。使用者は、本体蓋６を
閉める。
【０１４６】
　ティッシュペーパーＴを装着した集塵部１０を集塵部装着部１４に装着した場合に、前
方側に設けられたシール部材２３は、集塵部装着部１４に接することで吸気口７から開口
部カバー１８に至る風路の気密を確保する。後方側に設けられたシール部材２３は、柔軟
性を有する材料で形成されるため、ティッシュペーパーＴの重なった部分および不規則な
しわ等に密着する。後方側に設けられたシール部材２３は、ティッシュペーパーＴを挟む
ことで、開口部カバー１８から風路筒１９に至る風路の気密を確保する。
【０１４７】
　使用者は、電気掃除機１の運転を開始させる。電動送風機９が発生させる気流は、塵埃
とともに集塵部１０に流入する。
【０１４８】
　集塵部１０に塵埃とともに流入した気流は、風路切替え弁３６によって、いずれかの筒
状ユニット３８が備える風路筒１９に導かれる。
【０１４９】
　風路筒１９に流入した気流は、複数のリブ２４によってティッシュペーパーＴと風路筒
１９の内面との間に形成された空間を通り、コップ状に形成された側面を含むティッシュ
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ペーパーＴの風路筒１９の内部にある全面を通過する。
【０１５０】
　風路筒１９に流入した塵埃は、風路筒１９が保持するコップ状のフィルターとして形成
されたティッシュペーパーＴに捕集される。集塵部１０に流入した塵埃の多くは、ティッ
シュペーパーＴが形成するコップ状のフィルターの底面に気流とともに衝突する。当該底
面は、ティッシュペーパーＴが折り重ねられた部分であるため、折り重なったティッシュ
ペーパーの部分が複数枚のフィルターとして各々塵埃を捕集する。ガード体２５は、風路
筒１９を流れる気流によってティッシュペーパーＴの端部が下流側に流れてしまうことを
抑制するように、ティッシュペーパーＴを風路筒１９の内に留める。
【０１５１】
　直径数マイクロメートル程度の微細塵は、ティッシュペーパーＴに捕集されずに気流と
ともに風路筒１９を通過しうる。風路筒１９を通過した微細塵は、連結空間２９を経由し
て気流とともにフィルター保持部２０に流入する。
【０１５２】
　フィルター保持部２０に流入した微細塵は、微細塵フィルター２６に捕集される。
【０１５３】
　フィルター保持部２０に流入した気流は、塵埃が捕集によって分離された空気として電
動送風機９に吸引される。塵埃が分離された空気は、電動送風機９によって排気口８から
送出される。掃除機本体２の後方は、電動送風機９が発生させる気流の下流側である。
【０１５４】
　空間１６は、電気掃除機１の運転によってティッシュペーパーＴまたは微細塵フィルタ
ー２６に捕集された塵埃が蓄積された場合に、電気掃除機１の運転中の気圧が低下する。
検出部１５は、空間１６の気圧が予め定められた値以下になった場合に、報知部１１に空
間１６の気圧の減少をあらわす信号を送信する。報知部１１は、検出部１５から信号を受
信した場合に、掃除機本体２の上面に配置されたＬＥＤを点灯することによって、空間１
６の気圧が低下したことを使用者に報知する。すなわち、報知部１１は、使用者にティッ
シュペーパーＴまたは微細塵フィルター２６に捕集された塵埃が蓄積されたことを報知す
る。
【０１５５】
　使用者は、報知部１１の報知によってティッシュペーパーＴに捕集された塵埃が蓄積さ
れたと判断した場合に、風路切替えダイヤル３９を回転させる。風路切替えダイヤル３９
は、嵌合部３５ａを介して支持軸３５を回転させる。風路切替え弁３６は、支持軸３５の
周りに内部で回転する。風路切替え弁３６は、風路切替え部３２の内面に接触して滑るよ
うに回転する。シール部材３７は、風路切替え部３２の内面に接触することで風路の気密
を確保する。これにより、使用者が風路切替えダイヤル３９を回転させることによって、
風路筒１９に通じる風路が切り替えられる。
【０１５６】
　使用者は、塵埃を吸引することで被清掃面を清掃したあとに、操作スイッチによって電
動送風機９の気流を発生させる動作を終了させる。
【０１５７】
　使用者は、本体蓋６を開ける。使用者は、筒状ユニット３８を筒状ユニット収容部３１
から取り出す。
【０１５８】
　次に、図２１に示されるように、使用者は開口部カバー１８およびコップ状のティッシ
ュペーパーＴをこの順に筒状ユニット３８から取り外す。使用者は、当接部Ｔｄをつまん
で風路筒１９から引き出すことで、コップ状のティッシュペーパーＴを取り外す。使用者
は、取り外したティッシュペーパーＴを捕集した塵埃とともに廃棄する。
【０１５９】
　以上に説明したように、本実施の形態に係る電気掃除機１は、電動送風機９と、集塵部
１０とを備える。電動送風機９は、気流を発生させる。集塵部１０は、電動送風機９が発
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生させる気流により外部から吸引される塵埃を、ティッシュペーパーＴを各々がフィルタ
ーとして保持する１つ以上の風路筒１９の少なくともいずれかを通して捕集する。ティッ
シュペーパーＴは、一辺が気流の上流側の開口部１９ａの外側面に巻かれ一辺の対辺が前
記開口部の内側に折り込まれる。
【０１６０】
　これにより、使用者は、複数の筒状ユニット３８の全てのティッシュペーパーＴが目詰
まりした時点で、複数の筒状ユニット３８のティッシュペーパーＴの交換作業を一回にま
とめて行うことができる。これにより、集塵部１０は、ティッシュペーパーＴの交換作業
の使用者の手間を低減できる。
【０１６１】
　また、集塵部１０は、１つ以上の風路筒１９のいずれかに気流を導く風路切替え弁３６
を備える。これにより、２つの筒状ユニット３８のいずれかが目詰まりした場合に、使用
者は、他の筒状ユニット３８に切り替えることができる。使用者は、目詰まりした筒状ユ
ニット３８のティッシュペーパーＴの交換を行わずに、連続して清掃作業を続けることが
できる。
【０１６２】
　また、電気掃除機１は、検出部１５と報知部１１とを備える。検出部１５は、電動送風
機と前記集塵部との間に設けられた空間の気圧の減少を検出する。報知部１１は、前記検
出部１５が前記空間の気圧の減少を検出した場合に、前記風路切替え弁が前記気流を導く
風路筒を切り替えるタイミングであることを報知する。これにより、使用者は一方の風路
筒１９が保持するティッシュペーパーＴが目詰まりした時点で風路筒１９を切り替えるこ
とができる。
【０１６３】
　また、複数の風路筒１９の各々は、断面形状が矩形であり、他の風路筒１９と辺が隣接
するように集塵部１０に配置される。集塵部１０は、矩形である断面形状の長辺が隣接す
るように２つの風路筒１９が配置されることで、断面形状が円形である風路筒を２つ並べ
る場合より、小型になる。
【０１６４】
　風路筒１９は、ティッシュペーパーＴを断面形状が矩形のコップ状のフィルターとして
保持する。コップ状のティッシュペーパーＴは、風路筒１９から引き出した後に、手で触
ること等により力が加わった場合に、ティッシュペーパーＴの柔軟性により断面形状が円
形に変形しうる。この場合においても、ティッシュペーパーＴは、当接部Ｔｄが外側に折
り返されているためコップ状の形状は損なわれない。したがって、電気掃除機１は、集塵
部１０にフィルターとして保持されたティッシュペーパーＴを廃棄する際に、捕集されて
いた塵埃が舞い上がることを抑制できる。
【０１６５】
　なお、複数の風路筒１９の断面形状は、円形または楕円形であってもよい。
【０１６６】
　集塵部１０は、筒状ユニットを３つ備えてもよい。３つの筒状ユニットは、断面形状が
円形であり、３つの円が互いに接するように集塵部１０に配置される。あるいは、３つの
筒状ユニットは、断面形状が六角形であり、１辺が互いに隣接するように集塵部１０に配
置される。風路切替え部は、上下方向の軸の周りに回転する風路切替え弁３６に替えて、
風路となる開口を有する前後方向の軸の周りに回転する回転体によって風路を切り替える
。
【符号の説明】
【０１６７】
　１　電気掃除機、　２　掃除機本体、　３　ホース、　４　接続パイプ、　５　掃除具
、　６　本体蓋、　７　吸気口、　８　排気口、　９　電動送風機、　１０　集塵部、　
１１　報知部、　１２　ハンドル、　１３　支持部材、　１４　集塵部装着部、　１５　
検出部、　１６　空間、　１７　ダストボックス、　１８　開口部カバー、　１８ａ　側
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周部、　１９　風路筒、　１９ａ　開口部、　１９ｂ　端部、　２０　フィルター保持部
、　２１　連結部、　２２　つまみ、　２３　シール部材、　２４　リブ、　２５　ガー
ド体、　２６　微細塵フィルター、　２７　フィルター枠、　２８　フィルター濾材、　
２９　連結空間、　３０　遮蔽弁、　３１　筒状ユニット収容部、　３２　風路切替え部
、　３３　シール部材、　３４　支持部、　３５　支持軸、　３５ａ　嵌合部、　３６　
風路切替え弁、　３７　シール部材、　３８　筒状ユニット、　３９　風路切替えダイヤ
ル

【図１】 【図２】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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【図２０】 【図２１】
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